
セーフティアセッサケーススタディ試験解答例
下記資料に基づき、機械設計者としてリスクアセスメントとリスク低減を行います。

・作業アニメーション（試験中プロジェクターにより繰り返し投影されます）
・装置説明書（装置名、装置部位、装置部品の機能、仕様、動作など）
・作業説明書（作業工程名、作業内容など）
・危険区分リスト(JIS B 9700：2013 付属書Bに基づき整理したもの)
・リスク見積もりマトリックス表（ISO TR14121-2 2012に基づき整理したもの）
・機械安全に関するISO/IEC(JIS)規格一覧表

各資料と解答用紙の関係とその記入例は下記のようになります。

① ③ ④ ⑦
危険源
（部位）

作業
工程

危険事象 残留リスク

原因 結果

※10個を超える危険源を挙げても評価対象とはなりません。解答は欄内に収めてください。

9

10

8

4

3

2

作業者が上部シュレッダの詰まり対処を
しているとき、誤って投入ホッパ内に落ち
回転中のブレードUに引き込まれて腕を
切断

S4 P3 Ⅳ1 5 AN Ae b3

残留リスクに対する処置
（警告表示、保護具着用等）AA～JA Aa～Ja

リスクの程度 リスク低減方策

P2 Ⅱ
ISO 14120
ISO 13850

投入ホッパ内に回転要素に
よる引き込まれのリスクが
あることを警告表示する

・投入ホッパ内に引き込まれ防止
の固定ガードを追加
・投入ホッパ内からでも手の届く
範囲に非常停止スイッチを追加

S2

No.

② ⑤ ⑥

危険区分

1～42 a1～d4
誰が何をしている時、何がきっかけで、

どのようなことが起こってどうなるのか？
その危害の程度は？（具体的に記入）

危害の
程度

危険事象
発生確率

リスク
レベル

許容不可なリスクに対する
低減方策（具体的に記入）

危害の
程度

危険事象
発生確率

リスク
レベル

リスク低減方策
の根拠となる規格等

7
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・装置説明書

・作業説明書

・危険区分リスト

・リスク見積もりマトリックス表

・機械安全に関するISO/IEC(JIS)規格一覧表


